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地
域
の
概
況

漁
岳
は
、
恵
庭
市
を
流
れ
る
漁
川
の
上
流

に
あ

っ
て
、

札
幌
市

の
南
西
、
空
沼
岳
の
南
に
位
置
し
て
い
る
。
頂
上

は

ハ
イ
マ
ツ
に
覆
わ
れ
、
西
斜
面
に
は
丈
余

の
チ
シ
マ
ザ

サ
の
密
生
地
が
拡
が

っ
て
い
る
。
(図
ー
1
)

漁
岳
周
辺

に
森
林
生
態
系
保
護
地
域
を
設
定
す
る
目
的

は
、

エ
ゾ

マ
ツ
、

ト
ド
マ
ツ
の
北
方
常
緑
針
葉
樹
と
ミ
ズ

ナ
ラ
、

シ
ナ
ノ
キ
な
ど
の
温
帯
性
落
葉
広
葉
樹
か
ら
な
る

多
様
な
森
林
群
落
が
、
原
生
的
な
状
態
を
も

っ
て
存
在
す

る
こ
の
地
域

の
天
然
林
を
保
存
す
る
こ
と
に
よ
り
、
自
然

環
境

の
維
持
、
動
植
物
の
保
護
、
遺
伝
資
源
の
保
存
、
森

林
施
業

・
管
理
技
術
の
発
展
、
学
術
研
究
な
ど
に
寄
与
で

き
る
と
し
て
い
る
。
ま
た
こ
の
地
域

の
特
性
と
し
て
、
気

候
区
、
森
林
帯
、
植
物
区
系
、
林
業
的
地
帯
区
分
な
ど
も

考
慮
し
、
森
林
が
原
生
的
な
状
態

に
あ
る
こ
と
も
理
由
に

あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

森
林
の
特
徴

(図
1
2
)

こ
の
地
域
は
、
西
側
の
漁
入
沢

・
豊
平
川
本
流
上
流
部
、

東
側
の
漁
川
上
流
部
と
オ
コ
タ
ン
ペ
湖
周
辺
の
三

つ
に
別

れ
て
い
る
。

漁
入
沢
、
豊
平
川
本
流
上
流
部

の
標
高
七
〇
〇
～
九
〇

〇

m
付
近
は
、
上
部
針
広
混
交
林
に
区
分
さ
れ
る
林
帯
で

エ
ゾ

マ
ツ
、
ダ
ケ
カ
ン
バ
の
大
径
木
が
優
占
し
、
そ
の
ほ

か
針
葉
樹
で
は
ト
ド
マ
ツ
、
広
葉
樹
で
は
ケ
ヤ
マ
ハ
ン
ノ

キ
、
カ
エ
デ
類
等
が
混
じ
る
が
全
体
的
に
は
や
や
疎
林
状

の
林
分
で
あ
る
。
そ
の
上
部
は
ダ
ケ
カ

ン
バ
林
帯
か
ら
高

山
帯
と
な
り
、
山
頂
周
辺
は
ハ
イ

マ
ッ
群
落
の
発
達
に
特

徴
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

漁
川
上
流
部
標
高
七
〇
〇
～
九
〇
〇

m
付
近
は
、
上
部

針
広
混
交
林
に
あ
た
り
、

エ
ゾ

マ
ツ
と
ダ
ケ
カ
ン
バ
の
中
、

大
径
木
が
混
生
す
る
針
広
混
交
林
と
な

っ
て
い
る
。
標
高

一
、
○
○
O

m
か
ら
上
部
は
ダ
ケ
カ
ン
バ
の
疎
林
と
な
り
、

ミ
ヤ

マ
ハ
ン
ノ
キ

・
ナ
ナ
カ
マ
ド

・
オ
ガ
ラ
バ
ナ
を
下
層

に
交
え
、
山
頂
は

ハ
イ

マ
ッ
が
優
占
し
、
そ
の
周
囲
に
樹

高
三
～
四

m
の
ダ
ケ
カ
ン
バ

・
ミ
ヤ
マ
ハ
ン
ノ
キ
が
モ
ザ

イ
ク
状

に
小
さ
な
群
落
を

つ
く
る
。

オ
コ
タ
ン
ペ
湖
周
辺
の

一
部
湿
地
を
ふ
く
む
、
標
高
六

〇
〇

m
付
近
は
、
針
葉
樹
が
優
占
す
る
針
広
混
交
林
で
、

エ
ゾ

マ
ツ
、
ト
ド
マ
ッ
を
主
体
と
し
、
こ
れ
に
カ
ン
パ
類
、

ミ
ズ
ナ
ラ
、

ニ
レ
類
、
イ
タ
ヤ
、
シ
ナ
な
ど
多
種
の
広
葉

樹
が
混
交
す
る
原
生
林
で
、
北
海
道
中
央
部
を
代
表
す
る

林
相

で
あ
る
。
標
高
が
増
す
に
従
い
矯
生
化
し
た
ダ
ケ
カ

ン
バ
が
優
占
す
る
広
葉
樹
林
と
な
り
、
稜
線
の
ハ
イ
マ
ツ

帯

に
至

っ
て
い
る
。

森
林
帯
の
林
床
植
生
は
、
お
お
む
ね
チ
シ
マ
ザ
サ
と
ク

マ
イ
ザ
サ
で
、
標
高

一
、
○
○
O

m
付
近
か
ら
上
部
は
チ

シ
マ
ザ
サ
が
密
生
し
、
特
に
漁
川
上
流
部

で
は
主
稜
ま
で

及
ん
で
い
る
。

漁
岳
山
頂
周
辺
は
、
樹
高
○

・
五

m
～

一
m
の

ハ
イ
マ

ツ
が
優
占
し
、
山
頂
南
側
の
草
原
状

の
尾
根

に
は
、

ツ
ツ

ジ
科
の
低
木
や
高
山
性
低
木
類
、
高
山
性
草
本
が
混
生
し

カ
ー
ペ
ッ
ト
状
の
群
落
を
な
し
て
い
る
。

ま
た
、
オ
コ
タ
ン
ペ
湖
周
辺
の
湿
地
は
、

ヨ
シ
、

ス
ス

キ
が
全
体
的
に
優
勢
で
、
ミ
ズ
ゴ
ケ
類
も
広
く
生
育
し
て

い
る
。
湿
地
内
の
植
物
群
落
は
最
も
水
際
に
生
育
す
る
ト

ク
サ
優
占
群
落
、

ヨ
シ
優
占
群
落
、

ヨ
シ
優
占
部
分
に
斑

点
状
に
認
め
ら
れ
る
サ
ワ
ギ
キ

ョ
ウ
優
占
群
落

・
ミ
ズ
バ

シ
ョ
ウ
優
占
群
落
、
そ
し
て
湿
地
周
縁
部
の
ヤ
ナ
ギ
優
占

群
落
、
シ
ラ
カ
ン
バ
優
占
群
落
な
ど
に
区
分
す
る
こ
と
が

で
き
、
水
位
の
変
化

に
対
応
し
て
い
る
も
の
と
見
ら
れ
る
。

人
の
入
り
込
み
が
少
な
く
、
人
為
的
な
損
傷
な
ど
が
ほ

と
ん
ど
認
め
ら
れ
な
い
水
際
お
よ
び
シ
ラ
カ
ン
バ
が
生
育
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す

る

湿

地

の
植

生

は
貴

重

な

存

在

で
あ

る
。

動

物

の
生

育

状

況

を

み

る
と

、

森

林
帯

に
は
、

ヒ
グ

マ
、

エ
ゾ

シ
カ

、

キ

タ
キ

ツ
ネ

な

ど

の
大

型

哺

乳

類

の
ほ

か

エ

ゾ

ク

ロ
テ

ン
等

9

科

十

九

種

、

鳥

類

で

は
、

ク

マ
ゲ

ラ
、

エ
ゾ

ラ
イ

チ

ョ
ウ
、

ヨ
タ

カ
な

ど

と

、

オ

コ
タ

ン

ペ
湖

の

水

禽

類

等

二

十

一
科

五

十

二
種

の
生

息

が

確

認

さ

れ

て

い

る
。ま

た
、

昆

虫

類

は

こ
れ

ま

で

の
文

献

等

に
よ

る

と

、

北

海

道

の
特

産

種

で
あ

る

エ
ゾ

チ

ッ
チ
ゼ

ミ
、

ジ

ョ
ウ
ザ

ン

シ
ジ

ミ
、

ア

イ

ヌ
キ

ン
オ

サ

ム

シ
な

ど

の
生

息

も

報

告

さ

れ

て

い
る

。

審
議
経
過
の
あ
ら
ま
し

漁
岳
周
辺
森
林
生
態
系
保
護
地
域
の
設
定

は
、

一
九
九

五

(平
成
七
)
年
五
月
二
十
三
日
の
第

一
回
委
員
会
に
は

じ
ま
り
、
同
年
十
月
十
七
日
の
第
三
回
委
員
会
の
審
議
を

経
て
、
設
定
が
終
了
し
た
。
そ
の
内
容
は

一
九
九
六
年
四

月
に
告
示
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。

第
二
回
委
員
会
は
、
七
月
十
四
日
、
国
道

二
一二
〇
号
線

沿
い
の
望
岳
台
、
お
よ
び
豊
平
川
上
流
の
漁
入
沢
流
域
、

さ
ら
に
オ

コ
タ
ン
ペ
湖
周
辺
の
三
ケ
処
に
お

い
て
、
現
地

検
討
が
な
さ
れ
る
予
定
で
あ

っ
た
が
、
不
幸

に
も
濃
い
霧

の
中

に
す
べ
て
が
閉
ざ
さ
れ
、
係
員
の
つ
ま
び
ら
か
な
説

明
と
、
パ
ネ
ル
に
よ
っ
て
概
況
を

つ
か
ま
ね
ば
な
ら
な
か

っ

た
。こ

の
三
回
の
委
員
会
を
も

っ
て
設
定
作
業
が
終
了
し
た

の
で
あ
る
が
、
当
初
案
に
対
し
て
、
最
終
案

は
四
九
〇
診

の
指
定
面
積
の
増
加
が
了
承
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
は
、
表
ー

1
お
よ
び
図
1
2
に
示
し
た
と
お
り
で
あ
る
。

(表

ー
1
)

(図
i
3
)

な
お
設
定
に
あ
た
っ
て
、
い
く

つ
か
の
意
見
が
出
さ
れ

た
が
、
原
案
が
妥
当
で
あ
る
と
い
う
意
見
の
ほ
か
に
、
保

護
地
域
を
拡
大
す
る
べ
き
と
い
う
意
見
が
出
さ
れ
た
。
そ

の
主
な
も
の
は
、

ω

オ

コ
タ
ン
ペ
湖
は
神
秘
な
湖
で
象
徴
的
存
在
で
あ
り
、

こ
れ
ら
を
守

っ
て
い
く
た
め
に
は
観
光
道
路
下
の
数
箇
林

班
を
保
存
地
区

(
コ
ア
)
に
し
て
、
道
路
よ
り
上
に
あ
る

数
箇
林
班
と
、
道
路
下
の
ま
だ
施
業
さ
れ
て
い
な
い
二
つ

の
林
班
を
保
全
利
用
地
区

(
バ
ッ
フ
ァ
)
と
し
て
広
げ
た

ら
ど
う
か

(林
班
名
は
省
略
し
た
)。

②

森
林
生
態
系
の
生
物
の
多
様
性
は
、
水
生
動
物
を
含

あ
て
保
護
す
べ
き
で
あ
り
、
オ
コ
タ
ン
ペ
湖
全
域
を

コ
ア

に
、
そ
の
上
の
森
林
を
バ

ッ
フ
ァ
に
し
て
広
げ
た
ら
ど
う

か
。

㈹

森
林
に
限

っ
て
見
る
と
広
過
針
広
混
交
林
と
云
う
感

じ
が
す
る
、
本
来
の
針
葉
樹
林
は
空
沼
岳
南
の
東
側
に
あ

り
、
こ
れ
ら
を
含
め
て
保
護
地
域
を
広
げ
た
ら
ど
う
か
。

ω

オ
コ
タ
ン
ペ
湖
周
辺
は
別
と
し
て
、
他
の
バ

ッ
フ
ァ

区
域
は
森
林
限
界
の
下
側
に

ハ
チ
マ
キ
を
巻
い
た
よ
う
な

形

で
線
引
き
さ
れ
て
い
る
、
も

っ
と
バ
ッ
フ
ァ
区
域
を
広

げ
た
ら
ど
う
か
。

で
あ

っ
た
。

さ
ら
に
そ
の
他
の
意
見
と
し
て
、

ω

オ
コ
タ
ン
ペ
湖
の
水
生
生
態
系
に
つ
い
て
、
釣
り
人

の
影
響
等
に
関
す
る
デ
ー
タ
が
あ
れ
ば
資
料
と
し
て
示
し

て
ほ
し
い
。

ω

オ
コ
タ
ン
ペ
湖
に

つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
に
位
置
付

け
す
る
か
地
元
市
、
国
有
林
、
環
境
庁
の
三
者
が
話
し
合

っ

て
は
ど
う
か
。

㈹

オ
コ
タ
ン
ペ
湖
を
コ
ア
に
し
た
場
合
、
展
望
台
か
ら

湖
に
降
り
な
い
よ
う
看
板
、
鎖
等
の
措
置
、

マ
ス
コ
ミ
等

に
よ
る
啓
蒙
も
必
要

で
あ
る
。
ま
た
、
既
設
歩
道

へ
の
誘

導
看
板
等
を
設
置
す
る
必
要
性
も
あ
る
。
が
検
討
さ
れ
た
。

(図
i
4
)

残
さ
れ
た
課
題

北
海
道
に
お
け
る
森
林
生
態
系
保
護
地
域

の
設
定

に
あ

た

っ
て
、
委
員
会
で
次
の
よ
う
に
の
べ
ら
れ
て
い
る
。

林
野
庁
は
、
国
有
林
野
事
業
と
の
調
和
を
図
り

つ
つ
、

国
有
林
野
内
に
お
け
る
貴
重
な
自
然
環
境
と
し
て
の
天
然

林
等
の
保
護
を
適
切
に
図
り
、
国
民
の
多
様
な
要
請

に
こ

た
え
る
た
め
、
我
が
国
の
主
要
な
森
林
帯
を
代
表
す
る
、

又
は
地
域
の
特
色
を
よ
く
示
す
原
生
的
な
天
然
林
を
、
特

に

「森
林
生
態
系
保
護
地
域
」
と
し
て
保
護
す
る
こ
と
と

し
、
知
床
な
ど
を
は
じ
め
平
成
元
年
四
月
に
十
二
箇
所
、

さ
ら
に
配
置
状
況
を
踏
ま
え
て
平
成
三
年
四
月
に
十
四
箇

所
を
加
え
、
全
国
で
二
十
六
箇
所

(北
海
道
五
箇
所
、
知

床
、
狩
場
山
地
須
築
川
源
流
部
、
大
雪
山
忠
別
川
源
流
部
、

旦
局
山
脈
中
央
部
、
漁
岳
周
辺
)
の
森
林
生
態
系
保
護
地

域
候
補
地
を
指
定
し
た
。

こ
の
指
定
を
受
け
た
箇
所

に
つ
い
て
は
、
平
成
二
年
度

か
ら
計
画
的
に
設
定
作
業
を
進
め
て
お
り
、
平
成
六
年
度

末
は
全
国
で
二
十
四
箇
所
設
定
が
終
了
し
て
、
北
海
道
で

は
四
箇
所
終
了
し
、
残
る
二
箇
所
に
つ
い
て
平
成
七
年
度

末
ま
で
に
設
定
が
終
了
す
る
よ
う
作
業
を
進
め
て
い
く
こ

と
と
し
て
い
る
。

し
た
が

っ
て
、

一
九
九
六
年
春
に
は
全
国
で
二
十
六
箇

所
、
北
海
道
で
は
五
箇
所

の
設
定
が
終
了
す
る
こ
と
に
な

る
。
す
で
に
設
定
を
終

っ
た
四
箇
所
の
特
徴
は
表
1
2
の

よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
(表
1
2
)

今
回
設
定
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
漁
岳
周
辺
の
森
林
生
態
系

保
護
地
域
も
含
め
て
、
道
内
五
箇
所
の
地
域
を
見
る
と
、

旦
局
山
脈
中
央
部
、
大
雪
山
忠
別
川
源
流
部
な
ど
、

ハ
イ

マ
ツ
帯
な
ど
高
山
植
物

の
生
育
す
る
部
分
が
設
定
面
積
の

か
な
り
大
き
な
割
合

い
を
占
め
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

そ
れ
ぞ
れ
に
地
帯
区
分
さ
れ
た
地
域
で
、
代
表
さ
れ
る
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標
準
的
森
林
が
充
分
に
確
保
さ
れ
て
い
た
か
ど
う
か
、
い

く
ば
く
か
の
疑
問
が
残
る
。

国
有
林
が
現
在
お
か
れ
て
い
る
、
苦
し
い
台
所
事
情
は

解
る
が
、
素
直

に
い
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
代
表
的

森
林
施
業
の
中
心
と
な
る
部
分
が
中
核
と
な

っ
て
い
な
け

れ
ば
片
手
落
ち
と
い
う
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
?

ま
た
、
手

つ
か
ず
の
原
生
的
林
分

に
こ
だ
わ
り
過
ぎ
た

感
が
あ
る
。

戦
後
す
ぐ
に
、
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ

て
い
る
藻
岩

山
に
、
こ
と
も
あ
ろ
う
に
占
領
軍

の
威
光
を
盾
に
し
て
林

森
を
伐
り
、

ス
キ
ー
コ
ー
ス
が
造
ら
れ
た
こ
と
が
あ
る
。

し
か
し
そ
の
後
返
還
さ
れ
る
と
、
そ
の
痛
々
し
い
傷
跡
も

急
速
に
回
復
し
て
い
っ
た
。
現
在

で
は
周
辺

の
林
分
と
見

分
け
が
難
し
く
な

っ
て
い
る
。

こ
の
例
で
も
明
ら
か
な
よ

う
に
、
過
去
に
施
業
が
行
わ
れ
た
林
分
で
あ

っ
て
も
、
無

謀
な
皆
伐
施
業
が
な
さ
れ
て
い
な
い
限
り
、
保
護
地
域
に

含
め
て
も
よ
か

っ
た
と
考
え
て
い
る
。

地
域
設
定
要
領
の
運
用
の
な
か
の

「択
伐

が
行
わ
れ
た

記
録
が
あ
る
区
域

で
あ
っ
て
、
伐
採
が
行
わ
れ
た
記
録
の

な
い
近
傍
の
区
域
と
同
様
の
森
林
の
状
況
を
呈
し
て
い
る

区
域
」
の
適
用
を
大
幅
に
活
用
し
て
も
よ
か

っ
た
の
で
は

と
思

っ
て
い
る
。

不
成
績
造
林
地
が
、
い
つ
し
か
天
然
林
扱

い
に
変
更
さ

・
れ
て
い
る
く
ら
い
だ
か
ら
大
胆
な
発
想
が
あ

っ
て
も
い
い

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ま
た
設
定
区
域

に
隣
接
し
て
い
る

「更
新
困
難
地
」
は
、

こ
れ
も
設
定
区
域
に
含
め
て
も
さ
し

つ
か
え
な
か

っ
た
と

思

っ
て
い
る
。
含
め
て
も
問
題
は
な
い
は
ず

で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
当
初
計
画
さ
れ
た
道
内

五
箇
所
の
森

林
生
態
系
保
護
地
域
の
設
定
は
す
べ
て
終
了
す
る
こ
と
に

な
る
が
、

こ
れ
で
北
海
道
を
代
表
す
る
森
林
生
態
系
が
保

全
さ
れ
た
と
は
い
い
難
い
。
先
に
も
の
べ
た
よ
う
に
、
手

付
か
ず
の
原
生
的
森
林
と
い
う
概
念
に
こ
だ
わ
り
す
ぎ
て
、

本
来
の
代
表
的
森
林
帯
が
除
外
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ

れ
る
が
、
無
よ
り
何
歩
も
前
進
し
た
森
林
観
は
喜
ば
し
い

こ
と
だ
。

し
か
し
、
こ
の
保
護
地
域

の
設
定
に
よ
る
森
林
収
益
の

減
少
を
、
他
の
地
域
で
補
う
よ
う
な
施
策
は
あ

っ
て
な
ら

な
い
。

森
林
生
態
系
保
護
地
域
は
残

っ
た
、
し
か
し
北
海
道
の

森
林
は
荒
廃
し
た
で
あ

っ
て
は
困
る
の
だ
。
単
な
る
杞
憂

で
あ
る
こ
と
を
希

っ
て
い
る
。

札幌市

総

千歳市

町ーー」鵡

⑳
の
り
寸

恵庭市

、空沼岳

7・7ζ

37号盤急
) 支笏湖

樽前山

ノ

苫小牧市9

＼ 札幌岳

σ聯 山峠
岳

畠

漁

漁岳周辺森林生態系裸護地域

ヨ
美笛峠 、

園/有 林

洋平太白老町

図置位図 一1

4月 の漁 岳 東 斜 面 。 エ ゾ マ ッ、 ト ドマ ッ、

ダケ カ ンバ の混 交 林 か ら、 ダ ケ カ ンバ 林 へ

の移 行 が よ く見 え る。 雪 で 覆 わ れ て い る部

分 は ハ イ マ ツ、 あ るい は チ シ マ ザ サ の 密 生

地 帯

図 一2
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空沼岳

生態系裸全利用地区(迫 加)

が げそロ

生態系傑存地区(澄切》

岳漁

乃O区地存保系態生

f〒
唖
小漁岳

オコタンペ湖

恵庭岳
,

}

フレ岳

y一アフWσ区地用利全保系態生

支笏湖
0

3「図

1 踊

域地護保系態牛林森辺周岳漁 案終最

図 一46月 の オ コ タ ンペ湖 。 中 央 の山 は小 漁 岳 。

エ ゾ マ ッ、 ト ドマ ツ と ダ ケ カ ンバ の混 交 が

美 しい。
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表一1漁 岳周辺森林生態系保護地域の設定案対比表

(単 位:ha)

前 回 案 今 回 案 増 減(▲)
営 林 署 流 域 保 存

地 区
保全利用
地 区 計 保 存

地 区
保全利用地

区 計 保 存
地 区

保全利用
地 区 計

札 幌

漁 入 沢

空 沼 沢 252 298 550 254 425 679 2 127 129

豊平川本流 375 242 617 375 250 625 } 8 8

小 計 627 540 1,167 629 675 1,304 2 135 137

恵 庭
漁 川 上 流 38 153 191 128 163 291 90 10 100

ラルマナイ上流 『 一 一 64 89 153 64 89 153

小 計 38 153 191 192 252 444 154 99 253

オ コタ ンペ 湖 533 262 795 573 251 824 40 ▲11 29

苫 小 牧 美 笛 川

オコタンペ川 118 506 624 118 577 695 一 71 71

小 計 651 768 1,419 691 828 1,519 40 60 100

合 計 1,316 1,461 2,777 1,512 1,755 3,267 196 294 490

表一2こ れまでに設定された北海道内の森林生態系保護地域の概要

面 積(ha) 森 林 生 態 系 の 特 徴
名 称 保 存地

区
保全利
用地区 合 計 植 物 動 物

決 定年
月 日

日高山脈
中 央 部

43,958 22,395 66,353

日高側産地 は針葉樹林及 び針広

混交林、十勝側 は広葉樹林。中

腹以上 はダケカ ンバ帯、ハ イマ
ツ帯に至 る

ヒグ マ、 エ ゾ シ カ、 ナ キ ウ サ ギ等

の哺乳 類、 ク マゲ ラ、 エ ゾ ライチ ョ

ウ等 の 鳥 類 、 特 異 な 高 山 蝶 の カ ラ

フ トル リシ ジ ミ等 の 蝶 類 等

平成7年

1月31日

大 雪 山
忠 別 川
源 流 部

2,129 8,743 10,872

下部のエ ゾマ ッ ・トドマ ッの北

方針葉樹 林か ら上部の ダケカ ン
バ帯、 さ らにはハイマ ツ帯 に至
る植生

エゾヒグマ、エ ゾナキ ウサギ等 の

哺乳 類、 クマゲ ラ等の鳥 類、

ウスバキチ ョウ等 の蝶類
平成6年

1月31日

知 床 25,821 9,660 35,481
冷温帯汎針広混交林、高山植生、
海浜断崖植生等

エ ゾ ヒ グマ、 エ ゾ シカ等 の哺 乳 類

シマ フ クロ ウ、 オ ジ ロ ワ シ、 ク マ

ゲ ラ等 の鳥 類 等

平成2年

4月25日

狩場山地
須 築 川

L源 流 部

1,408 1,324 2,732
下部 はブナ天然林 の集団 と して
の北限、上部 はダケカ ンバ帯、
ハ イマ ッ帯 に至 る

エゾクロテ ン、 エゾ ヒグマ等 の哺

乳類、 クマゲラ等 の鳥類
平成5年

1月29日

1995(平 成7)年4月1日 現 在
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